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企画 展示 室 写真 

会 期 2021 年 10 月 23 日 ( 土 ) 12 月 19 日 (日 ) 
会 場 あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 企 画展 示 室 

朝日 遺跡 は 、 推 定 面積 80100 万 に も 及ぶ 、 全 国 
で も 有数 の 規模 を 誇る 弥生 時 代 の 集落 遺跡 で す 。 こ 
の よう な 巨大 集落 は 、 弥 生 時 代 中 期 に 日 本 列島 の 各 
地 に 現れ 、 地 域 の 中 核 的 な 集落 と し て 発展 し まし た 。 
秋 の 特別 企画 展 で は 、 大 阪 府 の 池上 曽根 遺跡 、 奈 良 
県 の 唐 古 ・ 鍵 遺跡 と いう 近畿 地方 を 代表 する 巨大 集 
落 を 取り 上 げ 、 集 落 の 成り 立ち 、 そ こ で 行わ れ た 生産 
活動 や 交流 に つい て 紹介 し まし た 。 朝日 遺跡 と の 比較 
を と お し て 、 弥 生 時 代 に どの よう に し て 巨大 集落 が 出 
現し た の か 、 そ の 背景 を 紐解い て いく こと が 展示 の ね 

らい で し た 。 

まず 、 企画 展示 室 入 口 に は 、 唐 古 ・ 鍵 遺跡 か ら 出 圭 
し た 流水 文 が 描か れ た 慢 を 展示 し まし た 。 各 遺 跡 が 
最盛 期 を 迎え た 弥生 時 代 中 期 の 土器 と と も に 、 遺 中 
の 概要 に つい て 簡単 に 紹介 し まし た 。 

巨大 集落 の 特徴 と し て 、 膨 大 な 量 の 遺物 が 出土 す 
る こと 、 そ し て 、 石器 製 作 を は じ め 、 土 器 、 木 製品 な 
ど 、 さま ざま な も の づく り 場 と し て 、 活 発 な 生産 活動 が 
行わ れ て いた こと が 上 げ ら れ ま す 。   

展示 で は 、 結 卓 片岩 製 の 石 包 や サ ヌ カ イト 製 の 石 

鐘 、 石 剣 な ど 、 石器 の 生産 を 取り 上 げ ば まし た 。 また 、 弥 

生 時 代 の 最 先端 技術 で ある 青銅 器 の 鋳造 な ど 、 巨 大 

集落 が 特殊 な 工房 や 工人 を 有する 技術 セン ター と し て 

の 役割 を 担っ て いた こと に も 注目 し まし た 。 

また 、 遠隔 地 と の 交易 や 交流 の 拠点 と し て 機能 し て 

いた こと も 巨大 集落 の 特徴 で す 東海 地方 と の 交流 を 

示す 土器 、 遠く 北 

陸地 方 で 産出 す 

る ヒス イ で 作ら れ 

た 勾玉 な ど 、 弥 生 

人 の 行動 範囲 の 

広がり を 知る こと 

が で きま す 。 

最後 に 、 巨 大 集 

落 か ら 発見 され た 

大 型 の 建造 物 や 

する 絵画 土器 、 特別 企画 展 パ ポス ター 

       て 
ーー 

RS デー 

弥生 時 代 最大 級 の ヒス イ 製 勾玉 池上 曽根 遺跡 (大 阪 府 教育 委員 会 蔵 ) 
※ パ ン フ レッ ト 10- ら 写真 

大 型 建物 の 周辺 か ら 出 土 し た 特殊 な 出土 品 を と お し 

て 、 日 常 的 な 生活 空間 と は 異な る マツ リ の 場 と し て の 

役割 を クロ ー ズ アッ プ し まし た 。 

本 展示 を と お し て 、 弥生 時 代 の 巨大 集落 が 、 も の づ 

くり と 技術 、 交易 や 交流 、 マ ツリ の 場 と し て 、 多 く の 人 々 

「 弥 生 集落 の 栄枯 盛衰 、 朝日 遺跡 の 場合 」 
念 講師 : 石黒 立 人 ( 元 愛知 県 埋蔵 文 條 時 セン ター 副 セ ンタ ー 長 ) 

@ 日 時 : 10 月 30 日 ( 土 ) 13 : 30-15 : 00 

念 会 場 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 研 修 室 

  

「 徹 底 比較 ! 朝 日 遺跡 vs 池上 曽根 道 跡 、 唐 古 ・ 鍵 遺跡 」 
人 @ 講 師 : 原田 幹 (本 ミュ ー ジ アム 学芸 貞 ) 
介 日 時 : 11 月 27 日 ( 土 ) 13 : 30 一 14 : 30 
人 会 場 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 研 修 室 

  

  
弥生 時 代 中 期 の 土器 唐 古 ・ 鍵 遺跡 (田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

※ パ ン フ レッ ト ら -] 写 真 

を つなぐ 結節 点 の 役割 を 果たし て いた こと を 明らか 

に で きた と 思い ます 。 また 、 展示 を 御覧 いた だ いた 

皆様 に は 、 朝 日 遺跡 だ け で な く 全 国 の 弥生 遺跡 へ と 

興味 を 広げ て いた だ けた な ら 幸 いで す 。 

(原田 幹 ) 

條 画展 「 貝 殻 山 貝塚 一 史跡 指定 50 年 一 | の お 知ら せ 
会 期 : 5052 年 1 月 58 日 ( 土 ) ~-3 月 18 日 (日 ) 

貝殻 山 貝塚 (清須 市 ) は 朝日 
遺跡 で 最初 に 発掘 調査 が 行わ 
れ だ 弥生 時 代 の 貝塚 で す 。 ま 

上 記 た 、 現 在 こ の 周辺 は 、 弥 生 時 代 
| 前 期 に 、 朝 日 集落 で 最も 早く 

人 々 が 暮らし 始め た 場所 で も 
= あり ます 。 朝 日 遺跡 の スタ ー ト 
ee 地点 と も いえ る 貝殻 山 貝塚 は 、 

1971 (昭和 46) 年 に 国 の 史 貴 に 指定 され 、 今 年 で 50 年 を 
迎え まし た 。 
本 展覧 会 で は 、 史 中 て 指定 以前 の 発 所 調査 に よる 貴重 な 

資料 を 取り 上 げ る と と も に 、 近 年 の 調査 研究 で 明らか に 
な っ た 貝殻 山 貝塚 周辺 の 最新 の 成果 を 紹介 する こと で 、 あ 
ら た め て 貝殻 山 貝塚 の 研究 史上 の 位置 付け と その 重要 性 
を 捉え 直し て いき ます 。 

、 貝殻 山 貝塚 
ー 史 跡 指定 5 年 

  

加法 回 原田 学芸 員 に よる 展示 解 説 動画 を 
前 3 YOUTUBE で 公開 中 ! 

 



シリ ー ズ 

ミュ ー ジ アム 収蔵 品 フ ァイル No. ら 8 
この コー ナー で は 、 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム の 収蔵 品 か ら 、 
選りすぐり の 資料 を 紹介 し て いき ます 。 

= 過 = 平成 元 (1989) 年 、 朝 日 遺跡 の 発掘 調査 中 に 、 ほ ぼ 完 
形 の 銅 録 一 口 が 出土 し まし た 。 銅 鍵 が 発掘 調査 の 最 中 

に みつ か る こと は と て も 珍し く 、 当時 た い へ ん 注目 され 

まし た 。 

銅 鍵 は 弥生 時 代 を 代表 する 国産 青銅 器 の 一 つ で 、 豊 

和 楼 を 祈る 農耕 祭祀 に 用 いら れ た 祭 器 だ と 考え られ て い 

ます 。 銅 鍵 の 多く は 、 集落 か ら 離 れ た 、 山 の 中 腹 、 谷 の 

興 な ど で 偶 然 発見 され た も の で す 。 し か し 、 ま れ に 朝日 

遺跡 の よう に 集落 内 に 埋 納 され た 例 も 知ら れ て いま す 。 

少々 難し く な り ます が 、 まずは 、 朝日 銅 録 の 特徴 を 見 て 

み ま し ょ う 。 朝日 銅 鍵 は 笑 線 紐 1 式 と 呼ば れる 型式 に 属 

た 3cm、 幅 26.3c .3cm を は か り 、 文様 は 四 区 の 

條 神 文 と 氏 赤 文 、 同心 円 奴 が 配 され て いま す 。 この 銅 

ma [東海 派 負 鍵 と も 呼ば れ 、 後に 近畿 式 細 銀 と 対 時 

する よう に 三河 ・ 遠 江 で 流行 する 三 = 速 式 銅 録 へ と つ な 

が る 特徴 的 な 銅 鍵 で す 。 また 、 銅 録 は 小型 で 吊 し て 鳴ら 

す 「 聞 く 銅 鍵 」 か ら 、 大型 で 置い て 使用 する 「 見 る 銅 録 | 

へ と 変化 し て いき ます が 、 朝日 鋼 録 は 「 聞 く 」 か ら 「 見 る 

] へ の 過渡 期 に 位置 付け られ る も の で も あり ます 。 朝日 

銅 鍵 は 、 銅 録 の 変遷 を 考え る うえ で 、 きわめ て 重要 な 位 

置 に ある と いえ る で し ょ う 。 

N 

ーー ニニ ニニ 靖 型 六 土生 品 ラン   
朝日 銅 氏 

  

銅 鍵 の 出土 位置 

さて 、 銅 鍵 の 出土 し た 場所 に つい て も 興味 深い 点 が あ 

り ま す 。 朝日 銅 鍵 は 、 南 居住 域 の 南端 、 弥生 後期 の 環 漂 

と 方 形 周 溝 墓 と の わずか 3 メー トル ほ ご の 間 で 発見 され 

まし た 。 長 さ 0.6 メ ヌー トル の 檜 円 形 の 玉 に 、 鮨 を 上 に し た 

横向 き の 状態 で 納め られ て お り 、 意図 的 に 集落 の 南端 

に 埋め られ た も の と み ら れ ます 。 最初 に 述べ た よう に 、 

銅 鍵 は 、 人 里 離 れ た 山 の 中 腹 、 谷 の 興 な ど に 埋め られ る 

こと が あり 、 こ れ は 荒 ぶ る 神々 を な だ め 鎮 め る 役割 が 

あっ た と も 考え られ て いま す 。 も し か らし た ら 、 朝日 銅 鍵 
6 人 は 集落 の 外 か ら 褐 が 入っ て こない よう 、 結界 を 張る 目的 

銅 録 を 刷 し た 祭祀 様子 (基本 展示 室 1 朝日 遺跡 ロケ ーション ジオ ラマ ) で 埋め られ た も の か も し れ ま せん 。 (原田 幹 )     ) 集 唆 の 人 々  が 協力 し て 計画 的 に 取り 組ん だ 土木 事業 だ っ た の で す 。 

  

7 アカ と 7 ロ が レポ ー ト する 
ミュ ー ジ 7 アム の 見 所 3 
(屋外 編 そ の 2) ウン    

Q1 この 四角 く 区 切ら れ た も の は 、 
も し て か し て 田んぼ ? 

これ は 弥生 時 代 の 水田 を モデ ル と し た 体験 水田 で す 。 
実際 に ここ で お 米 づ くり を 体験 で きる ん で す よ 。 

Q2 朝日 遺跡 で も 田んぼ は 見 つか っ て いる の ? 

じつは 、 朝 日 遺 踊 で は まだ 確実 な 弥生 時 代 の 水田 は みつ 
か っ て いま せん 。 た だ し 、 炭 化し た お 米 や 、 鈴 や 石 包丁 な ど 

の 農具 は 出土 し て いる の で 、 お 米 づ くり を し て いた の は 確か 

で し よ つ 。 

Q3 な ん だ か 小さ な 田んぼ で すね 。 田 ん ぼ の 形 が 今 と 違う の は な ぜ 
現代 の よう に 機械 で 広大 な 土地 を 平ら に な ら す こと が で き な か っ た 弥生 時 代 、 人 々 は 土地 を 小さ く 区 切る こと で 、 水 を 均 
等 に 行き わた ら せ て いた と 考え られ ます 。 弥生 時 代 の 水田 は 、 等 高 線 に 沿う よう に 、 小 区 画 の 水田 が 並ん で いる 事例 が 多く 
見 受け られ ます 。 ア ゼ も 現代 の も の に 比べ る と 、 低 く 狭かっ た ん で す よ 。 

  

水田 の 写真 

Q4 米 の 種類 が 違う ね 。 
稲作 が 始ま っ た 頃 の お 米 に は 多く の 種類 が あり 、 粒 の 色 、 茎 の 長 

さ な ど ご 様々 な も の が あり まし た 。 現代 は 品種 改良 が 進み 、 私 た ち が 

好む 、 味 が よく て 栽培 し や すい 、 限 られ た 種類 の お 米 が 大 量 に つく 

られ て いま す 。 

各 稲 の 違い この 体験 水田 で は 、3 種 の 

お 米 を 栽培 し て お り 、 中 に は 、 

いわ ゆる 古代 米 と 言わ れ て いる よう お 古い 特徴 を も つ お 米 も あり ます 。 

写真 中 、 一 番手 前 の お 米 が あい ちの か お り 。 こ れ は 農協 で 購入 し た 現在 栽培 さ 

れ て いる も の で す 。 真 ん 中 は 緑 米 。 黒 つぼ ぽい 粉 殻 を 取る と 、 玄 米 は わずか に 緑 が 

か っ て いま す 。 そ し て 、 奥 に 写っ て いる の が 、 種 子 島 で 栽培 され て いた 赤 米 の 仲 

間 で す 。 稲 穂 が 長く 、 人 の 背丈 ほど に まで 成長 し ます 。 ま た 、 稲 穂 の 先端 か ら 伸び 

る 葵 (の ぎ ) と いう 長い 刺 の よう な お 部 分 が 特徴 的 で す 。 そ し て 、 粉 殻 は 黄土 色 で 

す が 、 中 は きれ いな お 赤 米 な ん で す よ 。 」    
Q5 水 の 管 理 は ちゃ ん と で き て いた の か な 。 
水田 を 営ん で いく うえ で 、 水 の 管理 は も っ と も 重要 な こと で し 

た 。 弥 生 時 代 の 水田 だ か ら 、 原始 的 で た だ 水 を 貯め る だ け な の が と 

いう と 、 そ う で も な いん で す 。 人 工 的 な 水路 を 作り 、 堀 で 水位 を 調 

節 し 、 田 々 ぼ に 水 を 引き 込ん で いま し た 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 水 を 

落と し て 水田 を 乾燥 状態 に する こと も で きま し た 。 水 田 の 作業 は 、 

  
原田 幹 (あい ち 彰 日 過 跡 ミュ ー ジ アム 学芸 員 )



イイ イイ ベイ イイ ベイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ ベイ イベ イィ イイ イイ 
ミュ ー ジ アム か ら 古 代 体験 プロ グラ ム の お 知ら せ 
+ 1 日 祝 開 催 人 6 人 ※ プ ログ ラム 参加 は 、 当 日 ミュ ー ジ アム 受付 に て お 申し 出 く だ さい 。 

ze 1 月 限定 ニュ ー mL ー ュ こつ ユー yp |eeem 3 月 限定 メニ ユー 

お うち で 焼け る / 守 人 形 づ く ぐり 結語 "アン ギン 編み 体験 = 9 二 国 は 各回 先着 

2 ラベ の 国 は 画 時 間 ノ 15:00 (6O0 分 ) II 

      

  

土器 づ ぐ り な 
較 時 間 プ 15:00 一 (60 分 ) 

  

作例 

  

    

  

た 

で ーー 常時 開催 
カラ フル 急 玉 作り 1 火 お こし 体験 
講座 10 人 ) 画 時 間 / 平日 13:00 一 
KM 土日 視 10:00 一 ・13:00 一 

加 回 30 分 ) 

  

で (の で mM 還 > 到 

300 円 』 10 人 RS 

ヤヤ ヤマ ヤヤ ヤヤ ヤヤ , 

弥生 ムラ づく り プ ロジ ェクト < 瓦 計 > 
体験 水田 で の 稲作 を と お し て 古代 米 の 田植 え か ら 石 包丁 を 使っ た 稲 利 り ま で 
弥生 体験 を 実践 し て いま す 。 

石 包 丁 で 稲刈り 体験 10 月 24 日 (日 ) 

  

  

杵 や 日 な ど で 脱 明 体験 11 月 20 日 ( 土 ) 
稲刈り 体験 で 収穫 を し た 

お 米 を 稲穂 か ら 取 る 「 脱 穀 ] 

体験 を 実施 し まし た 。 

最初 は 朝日 遺跡 で 出土 し 

て いる 杵 や 臼 を 使 つた 弥生 

時 代 の 脱穀 方 法 を 体験 。 そ 

の 大 変 さ を 知 つ た 後 は 、 続 

    

いて 江戸 時 代 の 千 歯 こき 、 

明治 時 代 以降 の 足踏み 式 脱 

秋晴れ の 下 、 お も て な し ムラ 人 の 助け を 得 な が ら 、 一 般 義 了 ご 、 腕 寺 方 法 の 知 化 を 
参加 の 子ども た ち で 体験 水田 の 稲 利 り を 行い まし た 。 | 実体 験 し て わら いま し た 。 
参加 し た 子ども た ち は 買 頭 衣 着用 で 弥生 時 代 の 雰囲気 稲作 文化 の 始ま っ た 弥生 
満点 で す 。 稲 刈り に は 、9 月 の 石 包丁 づく り で 作成 し た 石 時 代 に 思い を 馳せ つつ 、 ふ 
包丁 を 使用 し まし た 。 学 芸 員 か ら 使 い 方 の 説明 を 受け る 了 |。 だ ん 食べ て いる お 米 に つい 
と 、 稲 穂 に 石 包丁 を 添え て 手首 を 返す 要領 で 刈り 取る 「 穂 | て 考え る 時 間 に も な れ ば い 
摘み 」 を 体験 。 いで すね ! 

最初 は 苦戦 し て いま し た が 繰り 返す つう ち に 上 手 に 刈 り 
取れ る よう に な り 、 ま る で 弥生 人 の よう で し た ! 

  

4 寺 江 (シリ ー ズ 3 ュー ジア ルス タッフ の こぼれ 詰 ( 田中 ) 
  

学芸 課 の 田中 で す 。 昨 年 の 開館 に 館 や 遺跡 を 訪ね 、 名 古屋 に 帰る 新幹線 に 乗っ た の は 、 次 の 緊急 事態 宣言 発出 の 
合わ せ て あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ ア 数 時 間 前 ! こ ん な 大 変 な 状況 下 で 展覧 会 に 協力 し て くだ さっ た 皆様 に は 、 本 当 に 
ム 配 属 と な り まし た 。 今 回 は 私 が ここ 感謝 し か あり ませ ん 。 
で 初め て 担当 し た 特別 展 「 弥 生 人 と い 
きも の 2021 貝 を 知 ろう !] の ウラ 話 を ] 
し た いと 思い ます 。 ee 人 
この 特別 展 で は 愛知 県 内 か ら だ け Hs 灯っ 

で な く 、 福 岡 県 と 佐賀 県 か ら も 貝 の 腕 
輸 や 青銅 器 を 多数 お 借り し まし た 。 こ ご 

の よう に 他所 の 博物 館 の 所 蔵 資料 を 
お 借り する 際 は 、 必 ず 事 前 に 担当 学芸 
員 が 所 蔵 者 の 元 で 資料 調査 を 行い ま 
す 。 借 用 中 に 大 切な 資料 を 破損 し て し 
まう こと が な いよ う 、 現 在 の 状態 や 壊 
れ や すい 箇所 な ど を 一 つ ー つ 確認 し 、 
調書 に 記録 し て お く た め で す 。 
普段 なら ば 、 展 覧 会 開催 前 の 当たり 

前 の 準備 の 一 つ な の で すか 、 今 年 は 大 
き な 問 題 が あり まし た 。 新 型 コ ロナ 感 
染 症 の 拡大 に より 、 県 外 移動 が は ば か 
られ た の で す 。 福 岡 県 と 佐賀 県 の 博物 

(田中 恵美 ) 

  

  

  

企画 展示 室 の よう す 

イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ イイ ベイ イイ イィ イイ イイ イイ 
ショ ッ プ グッ ス 紹 介 

【 マル シェ バッ グ 】 

朝日 遺跡 の みどころ を 詰め 込ん だ デザ イン の マル シェ バッ グ 。 

持ち 手 の 部 分 が 広い の で 手 に 優し いつ くり と な っ て いま す 。 

デザ イン は 全部 で 5 種類 。 展 示 室 で も ひと きわ 目 を ひく ジオ ラマ 

の 写真 や 、 朝 日 遺跡 で 出土 し た 資料 の 写真 、 可 愛 い イラ スト で 表 

され た 出土 品 の デザ イン は 3 色 展 開 で ご 用 意 い た し まし た 。 お 気 

に 入り の 「 朝 日 遣 幅 ] を 、 お 散歩 や 、 お 買い 物 の 際 に 連れ て 行っ て 

くだ さい ね 。 

  
マル シェ バッ グ ( 全 5 種 ) \1.000 ( 科 A)


